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一般社団法人石川県産業資源循環協会
災害対策室室長 綿谷真之

令和６年能登半島地震及び令和６年９月奥能登豪雨に関する
災害廃棄物処理の取組概要と今後の課題

資料３



令和6年能登半島地震発生
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■令和8年4月末時点
死者数 721人（関連死含む）
全壊・半壊数 24,891棟
住家被害総数 116,615棟（一部破損・浸水含む）

出典：令和6年能登半島地震に係る石川県災害廃棄物処理実行計画



一般社団法人 石川県産業資源循環協会

現在の会員企業数（賛助会員含む）
※令和8年4月時点

３０９社

協会概要

名称：一般社団法人石川県産業資源循環協会
所在地：〒920-918
石川県金沢市尾山町9番13号金沢商工会議所会館3階
電話番号：076-224-9101
FAX番号：076-224-9102
創立：昭和53年5月
設立：平成5年8月
一般社団法人移行：平成26年4月

石川県産業資源循環協会 会長

環境開発株式会社
代表取締役 髙山 盛司
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事業内容

・調査研究事業
・資料および情報の収集並びに提供事業
・研修事業
・相談および自指導事業
・知識の普及および啓蒙事業
・関係行政機関の施策に対する協力事業

環境保全対策基金の設置および運営その他産業廃棄物
による公害発生に係わる環境保全対策事業、前各項の
事業を達成するために必要な事業



一般社団法人 石川県産業資源循環協会

１５自治体と災害協定締結済
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令和6年能登半島地震における災害廃棄物処理対応の流れ

フェーズ１）公衆衛生面において迅速な処理が必要な廃棄物処理
 処理対象：生活ごみ（生ごみ、可燃ごみ、尿や汚物などを固化したものなど）
 協会対応：パッカー車やダンプ車にて被災地（避難所など）の廃棄物回収作業

フェーズ２）片付けごみ処理
 処理対象：被災した家屋を整理した際に発生する廃棄物
 協会対応：仮置場の運営管理および廃棄物の適正処理（処分先管理含む）

フェーズ３）公費解体廃棄物処理
 処理対象：公費解体にて発生する廃棄物
 協会対応：仮置場の運営管理および廃棄物の適正処理（処分先管理含む）

4



出典：令和6年能登半島地震に係る石川県災害廃棄物処理実行計画

災害廃棄物処理に係る全体工程表
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R7年12月公費解体工事完了

R8年2月災害廃棄物処理完了

R6年1月12日～仮置場運営開始



災害廃棄物の処理体制

出典：令和6年能登半島地震に係る石川県災害廃棄物処理実行計画

災害廃棄物の分別基準
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仮置場設置状況
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主な令和６年能登半島地震における災害廃棄物一次仮置場
No 市町名 仮置場名 所在地

1 珠洲市 ジャンボリー跡地 珠洲市蛸島町927

2

輪島市

輪島市ソフトボール場 輪島市三井町洲衛1

3 モータースポーツ公園 輪島市門前町道下118-48-1

4 町野高校跡地 輪島市町野町曽々木ス部

5 能登町 宇出津新港 鳳珠郡能登町宇出津新港

6
穴水町

あすなろ広場 鳳珠郡穴水町川島55

7 旧ホクエツ跡地 鳳珠郡穴水町川尻1字

8

七尾市

大田工業用地仮置場 七尾市大田町112

9 七尾市住友大阪セメント内公費解体仮置場 七尾市津向町ﾄ-53-20

10 七尾市中島町仮置場 七尾市中島町中島ハ1-46

11
中能登町

中能登町公費解体廃棄物仮置場（上後山） 鹿島郡中能登町下後山

12 中能登町公費解体廃棄物仮置場（金丸） 鹿島郡中能登町金丸地内

13
志賀町

富来野球駐車場 羽咋郡志賀町八幡寅49

14 旧志賀中学校跡地 羽咋郡志賀町堀松

15 宝達志水町 アステラス西側駐車場 羽咋郡宝達志水町門前11

16 羽咋市 寺家工業団地 羽咋市寺家町カ18番地5

17 かほく市 大崎海水浴場駐車場 かほく市大崎

18 内灘町 蓮湖渚公園 河北郡内灘町大根布5-289-4

19
金沢市

金沢市戸室新保埋立場 金沢市戸室新保ロ480-1

20 金沢港湊積替場 金沢市湊1丁目地内

出典：令和6年能登半島地震に係る石川県災害廃棄物処理実行計画



解体見込棟数・災害廃棄物発生推計量の推移

出典：石川県・環境省（公費解体加速化プラン R7.7） 8



出典：石川県・環境省（公費解体加速化プラン R7.1）

災害廃棄物処理体制の拡充（運搬体制）
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災害対策会議・処理スキーム説明会
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災害廃棄物仮置場
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陸上輸送 県内・県外 処理施設への搬出



海上輸送 県外 処理施設への搬出 13



災害廃棄物積替場
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鉄道(JR)輸送 県外 処理施設への搬出 15



16奥能登豪雨時の仮置場状況



仮置場運営における数量管理
数量管理方法
仮置場ごとの災害廃棄物の受入量、搬出量、保管量、業務
日報、現場状況写真などの管理全般とDX推進を目的として、
クラウド型の業務管理プラットフォーム「kintone：キン
トーン」を活用した災害廃棄物処理管理システムを構築し
運用開始。（R６年６月～）
上記システムと電子マニフェストシステム（JWNET）を連
携させることで仮置場ごとの数量管理、運搬業者、処分業
者まで災害廃棄物処理数量の一元管理を行っている。

システム特徴
汎用的なプラットフォーム「キントーン」
アプリは各個人のスマートフォンにインス
トールすることもでき、リアルタイムでの
数量管理の実現、透明性の確保、事務処理
作業の効率化が図れている。
kintoneとJWNETを利用することにより災
害廃棄物処理管理システムを短期間で構築
することができ、JWNET利用は本業界の
DX推進にも寄与している。 17



災害廃棄物処理管理システム（kintone：キントーン）
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災害廃棄物処理管理システム（仮置場受入：全体）
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災害廃棄物処理管理システム（仮置場受入：仮置場単位）
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災害廃棄物処理管理システム（仮置場排出：仮置場単位）
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災害廃棄物処理管理システム（仮置場業務日報：仮置場単位）
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災害廃棄物処理管理システム（仮置場状況写真：仮置場単位）
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災害廃棄物処理管理システム（海上運搬詳細：予定及び実績）
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災害廃棄物処理に関する管理システムや各種フォーマット
災害廃棄物処理に関する数量管理システム、申請書類や請求に関するエビデンス書類などの各種フォーマットが事前に
あると必要情報が明確化となり、災害廃棄物処理業務をスムーズに運用開始できる

災害廃棄物処理体制の強化と迅速な対応に向けた課題と対策

災害発生時の迅速な対応と安定的な管理運営
・行政（県や市町村）と民間（業界団体や廃棄物処理業者）にて事前に災害協定を締結する
→各市町村ごとの仮置場候補地確認
・処理能力（収集運搬能力＋処分能力）の確認及び確保
→各処分場の位置、運用可能な運搬車両台数及び種類、運搬方法や経路等（特に民間廃棄物処理業者の状況把握必要）
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災害時における廃棄物処理法上の優遇措置検討及び構築
災害廃棄物性状（産業廃棄物に近い性状）を考慮し、民間廃棄物処理業者の中間処理施設、最終処分場等に災害廃棄物
を受入れる場合の経営面の各種支援、廃棄物処理法上の手続き面の優遇措置を設けることが必要



ご清聴ありがとうございました。

能登の復旧・復興にご支援いただき感謝申し上げます。

引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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